
こ
の
間
、
健
康
障
害
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
に
肺
癌
、
胸
膜
、

腹
膜
の
悪
性
中
皮
腫
の
合
併
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

こ
う
し
た
な
か
で
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
の
改
修
が
横
須
賀
で
行
わ
れ
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
か
ら
出
た

石
綿
廃
棄
物
が
路
上
放
置
さ
れ
、
こ
れ
が
社
会
的
に
関
心
が
も
た

れ
、
発
癌
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
学
校
そ
の
他
の
建
物
で
使
用
さ

れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

国
内
で
の
規
制
が
き
び
し
く
な
っ
た
関
係
で
、
日
本
の
ア
ス
簿
へ
ス

ト
企
業
が
周
辺
諸
国
に
進
出
し
て
い
て
、
そ
こ
で
も
問
題
に
な
り
始

め
て
い
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

ま
で
行
な
わ
れ
た
。

た
0

扁
鵲
の
治
療
は
経
絡
を
用
い
た
治
療
の
初
期
の
代
表
的
な
例
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
経
絡
説
の
起
源
を
検
討
す
る
上
で
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

扁
鵲
は
戦
国
時
代
の
名
医
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
治
療
法
を
記
し
た
文
献
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
数

少
な
い
資
料
の
中
で
、
『
史
記
』
『
扁
鵲
伝
』
は
、
彼
が
経
絡
を
用
い

て
治
療
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
號
の
太
子
を
治
療
し
た

●
①

話
）
。
た
だ
し
、
こ
の
中
で
さ
え
、
「
中
経
維
絡
」
以
外
に
直
接
経
絡

に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
彼
の
経
絡
説
に
つ
い
て

は
こ
れ
以
上
究
明
し
よ
う
も
な
く
、
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
話
で
も
、
『
史
記
』
以
外
の
文
献
を

参
考
に
す
る
と
、
『
史
記
』
の
不
明
解
な
記
述
を
捉
え
直
す
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
扁
鵲
が
太
子
を
治
療
し
た
部
位
は
、
『
史
記
』

扁
鵲
の
経
絡
説

ｌ
「
三
陽
五
会
」
の
検
討
Ｉ

遠
藤
次
郎
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で
は
「
外
の
三
陽
五
会
」
と
あ
る
が
、
『
韓
詩
外
伝
』
や
『
説
苑
』

で
は
「
三
陽
五
輸
」
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
説
を
採
る
と
、
こ
れ

が
他
の
医
書
と
の
関
連
を
生
じ
、
あ
ら
た
な
経
脈
説
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
以
下
に
お
い
て
、
演
者
は
「
三
陽
五
輪
」
の
意
味

の
解
明
を
行
な
う
と
と
も
に
、
こ
れ
を
手
掛
り
に
扁
鵲
の
経
絡
説
の

探
索
を
試
承
た
。

「
五
輪
」
は
『
扁
鵲
伝
』
の
他
所
に
類
例
が
み
ら
れ
、
「
五
臓
の

輪
」
（
体
表
に
あ
ら
わ
れ
た
五
臓
の
反
応
部
位
）
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
太
子
の
病
は
陽
脈
と
陰
脈
の
抗
争
に
由
来
す
る
、
と
扁
鵲
自

身
が
解
説
し
て
い
る
か
ら
、
「
三
陽
」
は
三
つ
の
陽
脈
と
考
え
ら
れ

る
。
す
る
と
、
「
三
陽
五
輪
」
の
意
味
は
、
三
つ
の
陽
脈
と
、
五
臓

に
直
結
し
た
五
つ
の
陰
脈
の
輸
穴
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解

釈
は
次
の
こ
と
か
ら
も
傍
証
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
扁
鵲
の
時
代
に

そ
う
遠
く
な
い
時
代
の
書
物
と
推
定
さ
れ
る
『
古
針
経
』
（
『
霊
枢
』

「
九
針
十
二
原
」
所
引
）
に
、
五
つ
の
陰
脈
と
三
つ
の
陽
脈
の
記
載

（
「
取
五
脈
者
死
、
取
三
脈
者
惟
。
奪
陰
者
死
、
奪
陽
者
狂
」
）
が
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
、
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

『
史
記
』
に
あ
る
「
三
陽
五
会
」
は
「
百
会
」
（
頭
頂
の
ツ
ポ
）
を

指
す
と
一
般
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
『
甲
乙
経
』
に
「
百
会
」
の

別
名
と
し
て
「
三
陽
五
会
」
が
あ
る
）
。
仮
に
、
こ
の
通
説
が
正
し

い
と
し
て
も
、
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
百
会
」
の
別
名
と
し
て
の
「
三
陽
五
会
」
は
、

三
陽
脈
と
五
陰
脈
の
す
べ
て
の
脈
が
頭
頂
に
「
会
」
す
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ

に
は
『
素
問
』
「
生
気
通
天
論
」
の
説
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
篇
の

中
に
、
「
其
生
五
、
其
気
三
」
お
よ
び
、
こ
れ
に
関
連
し
た
記
述
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
其
生
五
」
は
五
臓
の
精
気
を
、
「
其
気
三
」
は

外
界
か
ら
の
三
つ
の
陽
気
（
朝
と
昼
と
夕
方
の
陽
気
）
を
意
味
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
外
界
か
ら
の
三
つ
の
陽
気
と
、
体
内
の
五
つ
の
陰

精
と
の
調
和
に
よ
っ
て
健
康
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い

る
。
こ
の
説
を
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
、

「
其
気
三
」
は
三
つ
の
陽
脈
に
、
「
其
生
五
」
は
五
つ
の
陰
脈
に
対
応

し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
対
応
か
ら
、
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
は
次
の

生
理
観
に
基
づ
い
て
い
る
と
承
な
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
界
か
ら
陽

気
を
導
入
す
る
三
つ
の
陽
脈
と
、
五
臓
の
精
気
を
体
表
に
運
搬
す
る

五
つ
の
陰
脈
が
交
流
し
合
っ
て
体
の
恒
常
性
を
保
つ
。
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展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
陽
五
陰
の
説
は
経
絡
説
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
見
る
と
初
期
の
ご

く
短
期
間
に
し
か
登
場
し
な
い
。
近
年
発
掘
さ
れ
た
馬
王
堆
出
土
の

『
脈
灸
経
』
は
、
内
容
的
に
先
秦
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
六
陽
五
陰
の
経
脈
説
を
採
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
素

問
」
や
『
霊
枢
』
の
中
で
初
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
部
分
の
中
で

も
六
陽
五
陰
の
経
脈
説
で
あ
る
。
で
は
、
六
陽
五
陰
の
経
脈
説
と
三

陽
五
陰
の
経
脈
説
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三

陽
五
陰
の
経
脈
説
は
六
陽
五
陰
の
経
脈
説
の
前
身
で
あ
る
、
と
演
者

は
以
下
の
理
由
か
ら
考
え
る
。
ま
ず
、
今
日
の
経
脈
説
（
六
陽
六

陰
）
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
手
の
三
陽
経
と
、
同
名
の
足
の
三

陽
経
（
た
と
え
ば
、
手
の
太
陽
経
と
足
の
太
陽
経
）
は
頭
部
で
繋
が

り
合
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
典
に
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
足
の
三
陽
経
は
「
躁
」
の
状
態
に
な
る
と
、
同
名
の
手
の
三
陽

経
に
脈
気
を
溢
れ
出
さ
せ
る
（
『
霊
枢
』
「
本
輸
」
、
「
終
始
」
、
「
衛
気

行
」
な
ど
）
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
手
、
足
の
同
名
の
陽
経
を

一
連
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
六
陽
経
を
三
陽
経
と
み
な
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
扁
鵲
の
時
代
に
三
陽
経
で
あ
っ
た
も
の

が
、
後
に
な
っ
て
手
の
経
が
足
の
経
か
ら
区
別
さ
れ
、
六
陽
経
へ
と

以
上
の
こ
と
か
ら
、
扁
鵲
の
三
陽
五
陰
の
経
脈
説
は
、
後
の
六
陽

五
陰
の
経
脈
説
、
さ
ら
に
は
、
今
日
の
六
陽
六
陰
の
経
脈
説
の
源
泉

で
あ
る
と
桑
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
経
脈
説
に
対
す
る

理
解
は
単
に
経
絡
説
の
中
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
行
な
わ
れ
て
い

た
生
理
観
や
病
理
観
を
考
え
る
上
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

Qワ
リ‘ （37）


